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 高速道路のﾘﾆｭｰｱﾙﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにおける大規模更新工事及び大規模修繕工事（以下：「ﾘﾆｭｰｱﾙ工事」という）は，

2015 年より橋梁の床版取替工が先行して着手されている．また，ﾘﾆｭｰｱﾙ工事は，橋梁対策の他，ﾄﾝﾈﾙ盤膨れ

対策，ﾄﾝﾈﾙ覆工補強，土構造物ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ対策および排水強化対策など，多様な工種が予定されている．現

在は，全国的にﾘﾆｭｰｱﾙ工事が展開され，工事の安全対策や工事渋滞に伴う社会的影響の低減対策など，些細な

対応を含め様々な現地対応がなされている．本件は，高速道路ﾘﾆｭｰｱﾙ工事における土構造物の現状および課題

について報告する． 

１．目的  

 土工のﾘﾆｭｰｱﾙ工事は，切土のり面のｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ対策，盛土内部の排水対策および排水こう取替対策など，

大規模修繕の対象となっている．その中で，切土と盛土に共通する課題として，地下水位の影響による「のり

面」の安定性および健全性の低下が挙げられる．本報告では，土工のﾘﾆｭｰｱﾙ構造物である排水構造物における

安定性および健全性の検証の実施に先立ち，ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの概要を記述する． 

２．排水こう機能における課題 

 ﾘﾆｭｰｱﾙ工事の対象となる山間部の土工のり面では，樹木等植生の繁茂

および落ち葉等腐葉土により排水機能の低下が生じている区間が多く存

在し，小補修や清掃作業などの維持管理ｻｲｸﾙに関する課題があった．そ

こで，課題を解決するため，維持管理ｻｲｸﾙの合理化に着目した排水機能

の強化および長期安定性の検討を行った．図-1 は，山間部のり面排水こ

うの状況である． 

３．土構造物の安定性および健全性に関する概念 

 NEXCO3 社による「高速道路資産の長期保全及び更新のあり方に関する

技術検討委員会」の報告 1）によると，土構造物では，地震や異常降雨な

ど外的要因による作用により安定性能および健全性が低下する．そこで，

異常降雨に対しては，事前対策により排水機能を強化するとともに，排

水機能を持続的に維持する対策が必要である．図-2 は，土構造物におけ

る外的要因作用と安全性能および健全性の概念を示したものである． 

４．排水こう構造における安定性の検証 

 排水こう構造における安全性では，排水溝蓋（以下：「ｽｸﾘｰﾝ」という）

の安定性（飛散や滑動など）を検証する必要がある，高速道路本線上に

おける集水ますなどでは，ﾎﾞﾙﾄ構造等により剛結されており飛散等の可

能性は低い．一方，小補修や清掃作業時の作業性が低下する課題がある．

そこで，維持管理上の効率化を図る目的で，のり面小段に設置する排水

溝蓋については，取り外しの容易な構造形状を検討し，採用したｽｸﾘｰﾝ 2）

の構造は，排水溝の内側に鉛直の爪掛を有する構造とした（図-3 参照）． 
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図-1 のり面排水こうの状況 

図-2 外的要因作用と安定性能および 

健全性の概念 
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ここで，着目した安定性能では，台風などの強風下にお

けるｽｸﾘｰﾝの滑動および飛散について検証することであっ

た．次項に風荷重に対する安定性能の検討結果を記述する． 

５．風荷重による安定性の検討 

風荷重の検討は，仮設工業会 3）により参考値として算出を試みた．

試算に用いた式を以下に示す． 

P=ｑｚ・C・A           （1a） 

ここで，P：風荷重 （N） 

    C：風力係数 （1.3） 

    A：風を受ける面積 （㎡） 

ｑｚ＝ 5/8・ Vz^2        （1b） 

ここで，ｑｚ：設計用速度圧 （N/㎡） 

     Vｚ：設計速度 （ｍ/ｓ） 

Vｚ＝Vo・Ke・S・Eb        （1c） 

ここで，Vo：風速 （長野県 14ｍ/ｓ） 

  Ke：台風時割増係数 （1.0 とする） 

   S ：地上ｚにおける瞬間風速分布割増（1.35） 

   Eb：近接高層建築物による割増（1.0） 

式（1a）により，ｽｸﾘｰﾝに対し，横風（Case.1）および吹上風（Case.2）の 2 ケースについて試算を行った

（図-4 参照）．試算の結果，ｽｸﾘｰﾝの自重約 5.0kg に対し，Case.1 では，風荷重 2.1kgf であり滑動および飛散

の可能性が低い．一方，Case.2 では，風荷重 8.9kgf となり，試算上で滑動または飛散することが分かった（表

-1 参照）．しかしながら，Case.2 の風方向は，用排水こうの構造（閉塞された空間）を勘案すると過大に評価

している可能性があるため，用排水こう構造を再現した「室内風洞実験」を実施し，安定性能を確認している． 

なお，風洞実験の詳細については，別途に報告する． 

６．考察 

 土構造物におけるﾘﾆｭｰｱﾙ工事は，現在までの実績が少ないため，構

造形式の選定にあたり実証ﾃﾞｰﾀなどを得る必要があった．また，実証

データは，構造物の機能面および安全性に配慮する必要があり，経験

に基づく理想的な構造を全面的な展開するため，慎重に検討を行った． 

安定性能の検証では，風洞実験の結果，風速 30m/s の強風時の安

定性を実証できた．また，機能の検証では，展開した 2018 年から約

2 年後の現場において，秋季の落葉等詰りおよび冬季の凍結融解の影

響などによる不具合は確認されておらず，機能性能が維持できてい

ると考察する（写真-1参照）． 
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図-4 風荷重のﾓﾃﾞﾙｹｰｽ（Case.1 および Case.2） 

Case
設計速度

Vz（ｍ/ｓ）
設計用速度圧
ｑｚ（N/㎡）

風受け面積
A（㎡）

風荷重
P（N）

風荷重
P（kgf）

1 18.9 223.3 0.07 20.3 2.1

2 18.9 223.3 0.30 87.1 8.9

表-1 風荷重の安定性試算結果 

写真-1 排水こうの現地暴露試験 
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